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いわゆるトレーサー濃度でのヨウ素の溶媒抽出挙動はマクロ領域の挙動と異なることはこれまでに知られていた
また同じハロゲン族で最も重い元素アスタチンについての研究は行わが、その定量的な説明はなされていなかった。
またこの二つの元素について比較することにより重いヨウ素と同じような挙動を示すか大変興味深い。れておらず、
ハロゲンの性質の違い等が明らかになると思われる。そこで放射性ヨウ素とアスタチンについて溶媒抽出挙動を広い
濃度領域で調べ定量的な説明を試みた。
日本アイソトープ協会より購入した 1311 と大阪大学核物理研究センターの AVF サイクロトロンを用いて 130Te (d、
xn) 132-xn l 反応で製造した放射性ヨウ素および 209Bi 旬、 xn) 213-nAt 反応で製造したアスタチンを用いて溶媒抽出挙
ヨウ素およびアスタチンについてそれぞれ次のタイプの実験を行った。動を調べた。
1 )放射性ヨウ素またはアスタチンを酸性溶液 (HN03 と H2S04 ) から二硫化炭素へ抽出した。
2 )放射性ヨウ素またはアスタチンを酸性溶液中で過酸化水素で酸化した後二硫化炭素へ抽出した。
3 )放射性ヨウ素またはアスタチンに様々な濃度の KI 溶液(10-7-10-2 M) を加えた後、硝酸酸性下で過酸化水素に
より酸化し、二硫化炭素へ抽出した。
4 )二硫化炭素へ抽出したヨウ素またはアスタチンを様々の濃度の水酸化ナトリウム溶液へ逆抽出した。
このデータをもとにヨウ素おこれらの実験で Ge 半導体検出器を用い γ 線を測定することにより分配比D を求めた。
よびアスタチンの溶媒抽出について定量的な説明をおこなった。
結果として次のことが明らかになった。酸性溶液からの抽出では、放射性ヨウ素はラジオコロイド状態で存在する
のに対してアスタチンは無機化合物を形成し、酸化剤の存在下では At2 となる。放射性ヨウ素の分配比はヨウ素キャ
ヨウ素キャリアー濃度によらずーリアーの濃度とともに増加し、その様子は S字型を示すが、アスタチンの場合は、
定であった。アルカリへの逆抽出では放射性ヨウ素、アスタチンともに複雑な様相を示した。これらの放射性ヨウ素、
アスタチンの溶媒抽出挙動は今回新たに提案した反応機構でうまく説明することができた。
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論文審査の結果の要旨
マブザ シャリファ スルタナさんは、これまで研究例が極めて少ないトレーサーレベルの放射性ヨウ素とアスタ
チンの溶媒抽出挙動を、酸性、中性、あるいはアルカリ性溶液として調製されたトレーサー溶液を用いて比較検討し、
溶液内における両元素の溶存状態と化学反応性について有用な知見を得た。すなわち、硫酸溶液からアスタチンは硫
酸水素イオンとのイオン対として抽出されるが、放射性ヨウ素はそのようなイオン対を形成しないこと、過酸化水素
による酸化によりアスタチンは At2 を生成して有機相に分配されるが、放射性ヨウ素は 12 に酸化されないこと、キャ
リアーヨウ素の添加に対し、アスタチンの分配比は変化しないが、放射性ヨウ素はしを生成し分配比が増大すること
を測定し、これらの結果を化学反応スキームに基づいて化学量論的に説明することに成功した。よって、本論文は博
士(理学)の学位論文としての価値を有するものと認める。
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